
（別紙３）

〜 2026/1/31

（対象者数） 13 （回答者数） 13

〜 2026/1/31

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

臨機応変な従業者の確保

2

爬⾍類等の被害に注意していること

3

数年先を⾒越して柑橘樹⽊を増やしたい

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

営業活動に⼒を⼊れること

2

送迎⾞両贈呈の申込

3

受け⼊れ児童のグループ分けを考える必要
があること

開所時間が柔軟に対応しているところ ⾷物の育成や収穫体験を取り⼊れていること

⾃然が⾝近に存在するため⾃然体験ができ
ること

雪・池などを通して⾃然を体験すること

⾷味体験で⽟ねぎやじゃがいも、さつまい
も、柑橘類など収穫ができるため植物のあ
りがたみなど体験ができる。

⾍やみみずなどの動物が苦⼿な利⽤児童は
参加を強制させていない

障害の選定をしていないため利⽤児童同⼠
の特性と特性がぶつかりがあること

障害の選定をしていないため利⽤児童同⼠
の特性と特性がぶつかりがあること

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

平均として利⽤児童が少ないため利益分配
が思うようにできない。

施設の⽴地場所

営業範囲が広いため送迎対応が⼤変 送迎⾞両贈呈の申込

2026/1/14

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026/2/14

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ⼀般社団法⼈ シマエナガ

○保護者評価実施期間 2026/1/14

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


